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石神井川 

神田川 

玉川上水 

多摩川 

多摩川由来の崖線 

多摩丘陵 

狭山丘陵 

荒川 

風の道 

上板橋公園 
（東京都） 

篠崎公園 
（東京都） 

目黒川 

南中野公園 
（中野区） 

和田堀公園 
（東京都） 

中村中央公園 
（練馬区） 

新宿六丁目公園 
（葛飾区） 

新川防災公園 
（三鷹市） 

三輪緑地 
（町田市） 

中藤公園 
（東京都） 

川越道緑地 
（立川市） 

成城みつ池緑地 
（世田谷区） 

南北崖線 

国分寺崖線 

その他の公園・緑地 

避難場所等となる公園・緑地 

うち、大規模救出救助活動拠点が指定されている公園・緑地  

優先整備区域を有する公園・緑地 
＊円の大きさは優先整備区域の面積により段階的に表示 

主な水と緑の骨格 (「水と緑の回廊の形成」（「2020 年の東京」への 
実行プログラム 2012）をベースに作成） 

 

木造住宅密集地域 

崖線 

河川 

＊代表的な公園・緑地を図中に表示 

宮前公園 
（荒川区） 

高井戸公園 
（東京都） 

練馬城址公園 
（東京都） 

◆新たな事業化計画（平成２３～３２年度）の優先整備区域   ４３３ヘクタール 
 ○首都東京の防災機能の強化 ： 避難場所や防災拠点となる公園・緑地の整備促進・・・１７６ヘクタール（区部 １０８ヘクタール、多摩部 ６８ヘクタール） 
                      大規模救出救助活動拠点が指定されている公園の整備の重点化（４１ヘクタール） 
                      新たに練馬城址公園、高井戸公園の整備に着手し避難場所として確保（３４ヘクタール）、地域における防災拠点の整備 等 
○水と緑のネットワークの形成： 上記の公園・緑地を含め、丘陵地、崖線、河川沿いの緑等、東京の骨格となる緑を保全・創出 

＜図表３－１９ 今回設定した優先整備区域による緑の保全・創出のイメージ＞ 




